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もうひとつのグローバリゼーション

――マルチチュ―ド、外傷、アンセキュリテ――

　　
　「もう一つのグローバリゼーション」という言葉が最近よく登場する。
　経済オリエンテッドで止められない資本主義の運動としてのグローバリゼーションに対して、グローバリゼーションを批判するこれまでの議論は、それへの抵抗を語るのが精一杯であった。しかし見かけはグローバリゼーションへの抵抗と見えたローカリティの復興もグローカリゼーションとしてグローバリゼーションに伴う現象として記述される現在、ナイーヴな抵抗論では限界がある。
　一方ではポスト伝統、ポスト自然を掲げて新しい社会の質を評価する、ギデンズやベックらのリスク社会論があった。彼らはむしろこの社会の質の変容に伴う新しい政治機会に賭けようとしたのである。「もう一つのグローバリゼーション」論とはこのギデンズ、ベックらの議論のように、むしろ止められないグローバリゼーションの運動そのものの中に、新しい政治や社会関係の機会を見出し、それを新しく構築しようとする議論である。それは単に理論で終わっているのではなく、WTOを巡るNPO,NGOの運動やこの間の反戦運動のように、インターネット等の新しいテクノロジーを使用し古い組織的な運動とは異なる新しいインターナショナルな運動として実践としても観察されるものである。
 「もう一つのグローバリゼーション」論の多くは左翼的伝統を継承している。最近世界的にベストセラーとなったハートとネグりの『帝国』のマルチチュード概念もそうであり、国家からはじき出される人々の連帯の中に新しい社会関係の質を見出そうとするものである。私たちはこのセッションに「もう一つのグローバリゼーション」というタイトルをつけた。がそれは私たちの議論が左翼の枠組みに留まることを意味しない。それは左翼の議論も含めて、グローバリゼーションを生み出す新しい社会関係の質を分析することを目指すものである。そこでは一見「社会の解体」による(社会的な)自然現象として語られる現象の中に、むしろ新しい人為的な社会関係の質が見出されるのではないかと考えるからである。例えばデュビュイは最近『パニック』という本を出し、パニックは社会や制度が解体したことによる社会的自然現象ではなく、固有の社会的性質を持った新しい社会結合のあり方であることを提示している。現在私たちが移民や経済ショックや自然災害等に対して感じている『アンセキュリテ(不安)』の感情も人工的な社会的現象である。地震災害の多くが古い家屋の解体による人災であるように、パニックやアンセキュリテそのものが人災=社会現象=社会結合なのである。それは精神分析の議論で言えば、外傷の社会的コントロールの脱制度化ゆえに外傷を巡る新しい社会的結合がなされていると見ることもできる。
　またこのような新しい社会結合のあり方に対し新しい介入や再構築の方法を考えることも必要である。社会結合が制度化されていないということは、介入がより柔軟で境界づける権力に関わる可能性を持つことでもある。しかしそれは今見たようにその結合のあり方そのものが全く柔軟であるというわけではない。無意識的な水路づけそのものは行われているだろう。セラピー的介入は介入の一つのあり方であろう。教育や福祉などの新しい試みとして見られるこのような介入の実践については特に永澤が発表する予定である。
　以上のように、私たちはグローバリゼーションに対する社会反応や社会解体の兆候としてしか語られていない現在の社会現象の中にむしろ新しい社会関係や社会結合の質を見出しまたこれに介入する方法を解析したい。
 

